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病院でのアフェレーシスは末梢血幹細胞採取やCAR-T原
料細胞採取など、多様な目的で行われています。アフェ
レーシスナースは被採血者に対し、採取前の同意説明か
ら関わります。採取中は医師と連携し有害事象の早期発
見・対応、食事・排泄介助、機器操作などを行い確実な
細胞採取と被採血者の安全・安楽への援助を同時に実践
しています。また、細胞採取の事前情報や採取時の進捗
状況などを臨床検査技師へ情報提供することでアフェレ
ーシスの安全性と採取細胞の品質が確保できるようサポ
ートしています。セミナーでは臨床現場の特性に即し
た、病院ならでは専門性と役割を紹介します。

血液センターでは、看護師が成分採血の全工程を担い、
高度な技術と法令遵守に基づく安全なアフェレーシスを
提供しています。中四国ブロックでは、2013年より
「アフェレーシスナース育成事業」を展開し、認定取得
支援や活動支援を通じて減損率の管理や過誤防止などの
成果を上げています。過去12年間の活動は、個々のナ
ースの努力に加え、組織としての人材育成と支援体制の
整備によって継続されてきました。認定は専門性の証明
に加え、自己肯定感や役割意識の向上にも寄与していま
す。一方で、費用負担など課題もあり、継続には支援と
成果の可視化が重要となります。


